
Fig.1 細胞分離チップ（イメージ） 

Fig.3 好塩基球のアレルギー応答反応 

 

Fig.2 作製したマイクロ流体チップ 

 

アレルギー検査のための細胞分離検査チップの評価 
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好塩基球細胞の活性化を表面プラズモン測定(SPR)

で調べるアレルギー検査方法は、極微量の血液からア

レルギー検査を可能にする方法として研究が進められ

ている [1,2]。しかし好塩基球細胞は白血球の0.5%と

しか存在せず、極微量の血液からの分離と測定にはマ

イクロ流体チップが必要になる。そこで我々は約100μl
以下の血液から好塩基球細胞を分離し、分離で得られ

た細胞を用いてSPR測定をする細胞分離検査チップ

(Fig.1)の研究を行っている。 

細胞分離は磁力を用いて行う。好塩基球以外の不要

な白血液細胞に磁気ビーズの修飾を行い、磁場の働く

マイクロ流路内を通すと、磁力により好塩基球と不要

な細胞に分離される。不要な細胞は流路内で回収され、

目的の好塩基球をセンサ表面部まで流す事ができる。

この分離のためにPDMS素材の中に磁性粒子を含有させ

流路を形成することにより、局所磁場勾配を発生させ

磁力による細胞回収率を向上させている。また出口部

分にはSPR測定センサ面が形成されており、その表面に

細胞を落下付着させ上部からアレルギー刺激を添加す

る事で、好塩基球の反応をSPR測定により調べる。 

作製したマイクロ流体チップがFig.2である。30μl
の緩衝液と共に不要細胞と好塩基球細胞を同数で投入

して、磁力分離でそれらの細胞数比を約9：１（9が好

塩基球細胞）にする事に成功した。分離された好塩基

球細胞をセンサ面に落下させアレルギー刺激を投入し

た直後と20分後の結果がFig.3であり、好塩基球のアレ

ルギー反応の応答を見る事ができた。今回この内容に

ついて報告する。 
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